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スルファピリジン（CAS no. 144-83-2） 

 

文献信頼性評価結果 

 
示唆された作用 
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－ － － － － － － － 

 

○：既存知見から示唆された作用 
－：既存知見から示唆されなかった作用 
*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 
スルファピリジンの内分泌かく乱作用に関連する報告では、内分泌かく乱作用に関する試験対象

物質として選定する根拠が得られなかった。 
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